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Ⅰ はじめに
ブルガリアの古いことわざに「歓迎されるかどうか
は衣裳しだい」、また１６世紀のフランスの貴族オ
ジェ・ジゼーヌ・ド・ブスベックは、「ブルガリアの
女性の服装は大変に印象的」、またヴァーツラフ・ヴ
ラチスラフは、「女性は正装すると実に美しくスマー
トだ」と、さらに別の外国人によれば、本物の王妃と
見紛うばかりだったという（１）。
これらはブルガリア女性の衣裳がいかに美しいもの
であったかを物語っている。
バルカン半島において他国の進入路でもあったブル
ガリアは、衣裳においても周辺の国の影響を受けたと
考えるべきである。もしこれらの国々との相似点を探
るならば、かつてのブルガリア領（現在ギリシャの一
部）には、当然のことながら類似した衣裳が存在する。
また、バルカン半島をふくめたスラヴ民族の衣装に
も、エプロンを用いるという類似点を見いだせる。
ブルガリアの人々は、長い歴史のなかで約５世紀に
わたりオスマン・トルコの支配下にあった。それにも
かかわらず、ブルガリアの衣裳は決してそれらと同質
化することはなかった。これは単なる身に纏うものと
してではなく、ブルガリア人であることの威厳と誇り
を衣裳で表現したことに他ならない。
そしてブルガリアの衣裳の独自性は、東西に走るバ
ルカン山脈、それに平行するロドピ山脈やピリン山脈
などの山塊に阻まれた地形的要素と、そこに居住する
人々が、その地域独自の衣裳をさらに発展させ、伝承
させてきたことによる。
こうした衣裳は、かつてはどこの家庭でも糸を紡
ぎ、染め、織り、そして装飾にいたるまで自家制作さ
れた。
しかし、そうした衣裳が用いられなくなった現在、
その技術と共に習慣も忘れられた。
女性の代表的な衣裳構成は、ワンピース（シュミー
ズやバルチャンカ）に、その上に着けるジャンパース
カート（スクマンやサヤ）と、エプロン（プレスティ
ルカ）、ベルト（ナコリ）からなる。
ワンピースには刺繍やレースが施され、ジャンパー
スカートには、ビーズやスパングル、テープ、刺繍糸
のほか、金銀糸やコードなどで装飾されている。
また男性の衣裳はシャツ（リザ）にズボン（ベネブッ
ク）、ベスト（エレック）それにベルトの構成である。
シャツやベスト、ズボンにも刺繍糸やコードで装飾さ
れている。
これらの衣裳におけるコード装飾は、羊毛や金、銀
糸を含んだ組み紐や撚り紐を用いたもので、形状は
１本糸で作り出す「連続曲線」、「自由曲線」、「屈曲
線」、「緩曲線」、「直線」などがあり、また２本あるい
は３本の糸を同時に用いる「連続曲線」、「直線」など
がある。図１ ヴェリコ・タルノヴォの町並み
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その技法は「波形止め」、「たたみ止め」、「重ね止
め」、「ロープ止め」、「螺旋止め」、「挟み縫い」のほか
実に種類も多く、複雑かつ難解である。こうした技法
を解き明かし、製作が可能か考察してみたい。
Ⅱ ブルガリア略史
ブルガール人が建国
７世紀、西シベリア地帯の遊牧民ブルガール族がド
ブルーニャに侵入定住した。６８１年にトルコ＝タター
ル系ブルガール人がスラヴ人と連合して東ローマ帝国
（ビザンチン帝国）と戦い、打ち立てたのがスラヴ・
ブルガル国（第１次ブルガリア帝国）である。スラヴ・
ブルガル国は、８１１年に東ローマ帝国を打ち破り、８６４
年にはキリスト教に改宗。キリスト教布教のために、
キリル文字を用いた。
バルカン半島の大半を支配したほど強大だったスラ
ヴ・ブルガル国も１０１８年、東ローマ帝国マケドニア朝
のバシレイオス２世に敗れて、ついにブルガリアは東
西に分割、東側は吸収されてしまった。
命脈を保った西ブルガリア王国は１６０年余の隷属状
態ののち、１１８６年、タルノヴォ（図１）でブルガリア
王国として再建された（第２次ブルガリア帝国）。こ
の王国は一時期、バルカン半島でもっとも強大な国で
あり中世スラヴ文化の中心でもあった。しかしこの王
国も１３９３年、オスマン・トルコに屈服することになっ
た。
約５００年間、トルコの支配下に
１３９３年から１８７８年にわたる約５００年間のオスマン・
トルコ従属はブルガリアの苦難の道程ではあったが、
民族意識は失われることはなかった。
１９世紀以降は、各国の利害と思惑が錯綜した時代と
いえる。バルカンはアジアとヨーロッパを結ぶ要路に
あたり、黒海から地中海へ抜ける陸路でもあったた
め、ヨーロッパ列強は以前から関心を抱いていた。
１８７６年のブロブディブ地方の反トルコ反乱は、露土
戦争を引き起こし、その結果、ブルガリアはサロニカ
を除いたほとんどすべてのマケドニアと現在のブルガ
リア領を領土とした公国としての自治が認められた。
この時期を「大ブルガリア」という。１９０８年、トルコ
国内で、青年トルコ党の革命が勃発したのに乗じ、ブ
ルガリアは独立を宣言し、ブルガリア王国となった。
ソ連の影響下で苦難の道を歩む
２０世紀前半は、ブルガリアにとって内政混乱の時代
である。１９１２～１３年の第１、２次バルカン戦争で、ブ
ルガリアが得たものは少なく、また第１、２次大戦
は、ブルガリアに幾多の内政的混乱をもたらせたが、
大戦後はソ連の影響下で、シメオン２世の退位が決ま
り、ブルガリアはソ連のもっとも忠実な同盟国とし
て、社会主義の道を歩き出す。
トドル・ジフコフ共産党書記長は、トルコ系住民の
同化策による１９８９年のトルコ系住民の大量国外脱出を
きっかけに国内の民主化要求の高まりを受けて同年１１
月突然退陣、３５年間の独裁体制に終止符を打った。
１９９１年、戦後初の非共産党政権誕生後も、高い失業
率、急激なインフレ、相次ぐ銀行の倒産など国内は安
定せず、２００１年、総選挙を控えて、スペイン亡命中の
元国王シメオン２世が帰国、新政党「シメオン２世国
民運動」を旗揚げした。選挙の結果、「国民運動」は
第１党となり、トルコ系政党「権利と自由のための運
動」と連立して、シメオン内閣が誕生した。現在の体
制は、大統領が旧共産党出身、首相が元国王である。
Ⅲ バルカン半島、ブルガリアの地形と特徴
複雑な地勢と過酷な自然
バルカン半島はヨーロッパ南東部に位置し、アドリ
ア海、イオニア海、地中海、エーゲ海、マルマラ海、
黒海と、東、西、南部を海に囲まれ、残る北部はドナ
ウ川とその支流のサヴァ川（旧ユーゴスラビア）によっ
て画された地域とされている。しかし歴史的・政治的
にはルーマニアもバルカン諸国の一員に数えられるた
め、広くは、カルパチア山脈からプロート川、ウクラ
イナ西部及びモルドヴァを流れるドニエストル川まで
の地域をバルカンと称する。
Balkan バルカンとは、トルコ語で「密集した樹木
に覆われた起伏の多い山脈」の意味で、その名の通り、
ディナル・アルプス山脈、ビンダス山脈、そして最大
の山岳であるバルカン山脈、ロドピ山脈、トランシル
図２ ブルガリア全土
－ 14 －
バニア山脈、カルパチア山脈などが連なっている。そ
の最高峰はブルガリアのムサラ山（２９２５m）である。
バルカン半島のほぼ中央部に位置するブルガリアの気
候は、地域差が大きく、北部では冬は寒い。夏季は全
国的にかなり暑い。気候は乾燥し降水量は北部山岳地
帯を除き、一般に少ない。
川と峠が交通の要路に
ロドピ山脈北に端を発したブルガリア最長のマリ
ツァ川はバルカン山脈の南にまで流れ下り、この川が
形成する峡谷は、ヨーロッパからボスポラス地方（ト
ルコ）に抜ける重要な交通路である。この地方は、
１８７８年にマケドニアからやってきた人々によって灌漑
事業が進められ、ブルガリアでももっとも生産力の高
い農業地帯に変貌した。黒海沿岸は、肥沃で地中海的
な様相で桑畑やブドウ畑が散在している。
バルカン山脈の南側は、比較的気候がよく土壌も水
分が多いため、耕作に適しており、特にバラの花の栽
培が有名である。ロドピ山脈の東は、平野をなし牧畜
や農作が盛んである。
ドナウ川は、ブルガリアの北方の国境をなし、その
支流、イスクル川、ヤントラ川、ピート川、オサム
川、ロム川といった河川流域は、農業に適した肥沃な
土地で、古代から人が居住している。またこれらの川
は山間盆地への交通路として重要であった。
国土の面積は日本の約３分の１、人口は約１０分の１
である。また首都はソフィアである。（図２）
Ⅳ 衣裳の構成
歴史的条件や地理的条件をとおして、少しずつ変化
しながらも伝統衣裳をまもった。しかし現在は、こう
した衣裳を用いることはなくなった。
そうした衣裳の構成と特徴を見てみる。
女性衣裳
基本となるのは、ワンピース型のシュミーズ（図３、
図４）またはバルチャンカ（図５）である。その上に
着けるものとして、大きく３つの形に分けられ、１つ
は、１枚もしくは２枚のエプロン（図５２）、２つ目は
ジャンパースカートのスクマン、そして３つ目は、前
あきジャンパースカートのサヤである。
スクマンやバルチャンカの上にはエプロン（プレス
ティルカ）を着け、腰紐（ズニッツァ）もしくはバッ
クルつきのベルト（ナコリ）を締める。エプロンは実
用としてではなく、装飾的要素を持つものである。
頭に着けるものは既婚、未婚、地域、用途で異な
り、スカーフ（パラレンタ）や、ビーズやコインなど
飾りつけた帽子（カスケト）、花の頭飾り（ラサルス
カン）など多種多様である。足には毛糸や木綿糸を用
いた手編みの靴下（チョラッピィ）を着け、革靴（ツァ
ルヴァルやオピンキ）を履く。これらが基本的な装い
である。
つぎに１－シュミーズ、バルチャンカ ２－プレス
ティルカ ３－スクマン ４－サヤについて述べる。
図３ 左、図４ 中央 シュミーズ 図５ バルチャンカ
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１－シュミーズ、バルチャンカ
着丈は膝下から裾までの貫頭衣で、その形態は２つ
にわけられ、１つはチュニック風シュミーズ（図３、
図４ 以下シュミーズとする）と、もう１つは首の周
囲から胸元にかけてギャザーのあるバルチャンカ（図
５）である。
シュミーズやバルチャンカとは、ブラウスの要素を
持つワンピース形のことをいい、素材の大半は亜麻で
ある。１９世紀後期になると、木綿や麻との混紡も用い
られるようになる。色は自然色の白系である。
これらは首刳り、胸元、袖、裾周りを区限刺繍（２）や
縁レースで装飾する。また刺繍の図柄や色彩は地方ご
とに異なる。シュミーズに装飾のないものは下着用で
あり、ブラウスとして用いることはない。
◆シュミーズ及びバルチャンカの試料は p２６、表３９～４４を参照
のこと
２－プレスティルカ（エプロン、１枚もしくは２枚）
シュミーズやバルチャンカの上に、１枚もしくは２
枚のエプロン（前身頃と後身頃、各１枚）を着ける。
１枚型のエプロンは縦長形をなし、前や後ろの幅、
長さはそれぞれの地方で異なる。
また２枚型のエプロンの、後ろエプロンは長方形に
限らず、ギャザーやプリーツを施したものを、後ろか
ら前につまり巻きスカート状に着け、前部分には縦長
形のエプロンを着ける（図５２）。これらもまた地方ご
とに形が異なる。素材は羊毛、亜麻、大麻を用いた織
りまたは織りに刺繍を施したものがある。
３－スクマン（ジャンパースカート）
ジャンパースカートの形をなし（図６、図２５、図４４、
図４９）、シュミーズの上に着ける。胸元は U 形あるい
は V 形の刳りをつけ、袖がなく（例外として半袖、
長袖もある）、多くは裾からシュミーズが見える着丈
（裾までのものもある（図４４））である。素材は主に
羊毛が用いられ、亜麻、大麻も使用される。色彩は黒
色、濃紺、濃い緑色で、染色には数百もの染色処理が
なされた。その布はフェルトに近い目の詰まった厚地
布である。首刳り、胸元、裾周りはコードやスパング
ルなどで装飾される。
４－サヤ（前開きジャンパースカート）
スクマンに袖をつけ、前開きの形にしたもの（図２１）
で、シュミーズの上に着ける。素材は羊毛や木綿が用
いられ、おおくはスクマンより薄手に仕上がってい
る。色彩は黒色、濃紺、白色である。首刳り、胸元、
袖をコードなどで装飾する
男性衣裳
外形の色で２つに分けられ、白い色でまとめた衣裳
をベロドレッシェン、黒い色の衣裳をチェルドレッ
シェンという。黒い衣裳のチェルドレッシェンの出現
は遅く１９世紀末といわれ、黒い衣裳の登場と共に白い
衣裳のベロドレッシェンは姿を消してしまった。
衣裳の構成は、シャツ（リザ）にズボン（ベネブレ
ツィやポトウリ）、幅広の腰帯（ズルニッツア）にベ
スト（エレック）を着ける。頭には帽子（カルパック）、
足元には白い毛織りのゲートル（ゲトルまたはバヴォ
イ）に、１枚革で出来た靴（ツァルヴァルまたはオピ
ンキ）を履くのが基本的な装いである。ゲトル（また
はバヴォイ）はその後、手編み靴下（チョラッピィ）
にかわった。
つぎは１－リザ、２－ベネブレツィ、３－エレック
について述べる。
１－リザ（シャツ）
基本は白色の貫頭衣で、素材は主に亜麻で、木綿も
用いられる。シャツ（リザ）としてまた下着として用
いられる。丈の長いシャツ（シュミーズ）は、ズボン
の上に出しその上から帯を巻く。もう１つは腰丈でズ
ボンの中に入れる（図１６）２つの形がある。
２－ベネブレツィ（ズボン）
素材は主に羊毛であるが、木綿も見られる。色彩は
黒色、濃紺、白色を用い、地方ごとに形が異なり、そ
れにしたがった名称がある。装飾はコード刺繍であ
る。
３－エレック（ベスト）
素材や装飾はズボンと同様である。
子供衣裳
男児、女児ともに形態や素材において、大人の衣裳
を小型化したものと考えてよい。
Ⅴ 各地域の衣裳とコード刺繍
ここに見る衣裳は、１９世紀中期から２０世紀中期のも
ので、主に祭礼（ブルガリア正教としての祭り、クリ
スマス、イースターなど）で用いられるものである。
取り上げる衣裳は、A ソフィア地域・女性（図６～
図１０）、男 児（図１１～図１５）、男 性（図１６～図２０）、B
キュステンディル地域・女性（図２１～図２４）、C スモ
リャン地域・女性（図２５～図３４）、男性（図３５～４３）、
D スタラ・ザゴラ・女性（図４４～図４８）、E ヴェリコ・
タルノヴォ地域・女性（図４９～図５１）の５地域の８点
である。その中に見られるコード技法を探ってみる。
衣裳を製図におこし、コード技法の位置及び技法を
明示し、また素材、形状、技法を表にした。
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技法
重ね止め
波形止め
たたみ止め
掬い止め
縦まつり
技法
掬い止め
Aソフィア地域・女性衣裳
◆試料は p２２、表１～表３を参照のこと
単位は cm
図８
図７
図６
図１０
図９
Aソフィア地域・男児衣裳
◆試料は p２２、表４～表９を参照のこと
単位は cm
図１２ 図１４
図１５図１３図１１
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2323
技法
コーチィングステッチ
掬い止め
引き抜き止め
技法
たたみ止め
重ね止め
コーチィングステッチ
S 形ループ止め
Aソフィア地域・男性衣裳
◆試料は p２２～p２３、表１０～表１５を参照のこと
単位は cm
図１７
図１８ 図２０
図１６
図１９
Bキュステンディル地域・女性衣裳
◆試料は p２３、表１６～表１８を参照のこと
図２２
図２１ 図２３ 図２４
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技法
重ね止め
コーチィングステッチ
S 形ループ止め
挟み縫い
返し縫い
たたみ止め
螺旋止め
技法
重ね止め
コーチィングステッチ
挟み縫い
たたみ止め
Cスモリャン地域・女性衣裳 ◆試料は p２３～p２４、表１９～表２３を参照のこと
単位は cm
図２７
図２６
図２８
図２５
図２９
図３０
図３１
図３４
図３３図３２
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技法
重ね止め
ロープ止め
返し縫い
螺旋止め
挟み縫い
波形止め
技法
重ね止め
螺旋止め
返し縫い
挟み縫い
Cスモリャン地域・男性衣裳
◆試料は p２４～p２５、表２４～表２９を参照のこと
単位は cm
図３７
図３８ 図４０
図３５ 図３６ 図３９
Fプレヴェン地域・女性衣裳
◆試料は p２６、表３６～表３８を参照のこと
図４１
図４２
図５２
図４３
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技法
返し縫い
巻き止め
技法
渦巻き止め
縦まつり
波形止め
重ね止め
Dスタラ・ザゴラ地域・女性衣裳
◆試料は p２５、表３０～表３２を参照のこと 単位は cm
図４８
図４６
図４４ 図４５
Eヴェリコ・タルノヴォ地域・女性衣裳
◆試料は p２５、表３３～表３５を参照のこと
図５１
図４７
図５０
図４９
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Ａ ソフィア地域 女性衣裳（図６）p１７
表１ ジャンパースカート（スクマン）（重さ１６００ｇ）
表２
表３ コード刺繍
Ａ ソフィア地域 男児衣裳（図１１）p１７
表４ ズボン（ベネブック）（重さ３５０g）
表５
表６ コード刺繍
表７ ベスト（エレク）（重さ２６０g）
表８
表９ コード刺繍
A ソフィア地域 男性衣裳（図１６）p１８
表１０ ズボン（ベネブック）（重さ４４０g）
表１１
着丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 裾幅㎝ 出来上 W ㎝
１０２ ３６＋＊８
（＊レース）
９０ 前１１６ ８４
後１０２
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み ㎜ 布幅 ㎝
羊毛 羊毛１００％ ラシャ ── ── ２．２～２．５ ４１
土台布 位置
コード
技 法 仕上がり形状
形 状 太さ ㎜ 素材 材 質
胸 角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 波形止め 連続曲線
重ね止め 緩曲線
袖刳り 角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 掬い止め 緩曲線
直線
裾
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ たたみ止め
重ね止め
直線
３×３ 金糸 ── 重ね止め 直線
扁平
（蛇腹）
４．５×０．６ 木綿 木綿１００％ 縦まつり 直線
着丈㎝ 股上㎝ 股下㎝ 裾口㎝ 出来上 W ㎝ 出来上 H ㎝
６７ ３０ ３７ ３０ １０５ １０５
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み㎜ 布幅㎝
羊毛 羊毛１００％ 綾織り １６ １６ １．４～１．５ ──
土台布 位 置
コード
技 法
仕上がり
形状形 状 太さ ㎜ 素材 材 質
羊毛
綾織り地
膝および
接ぎ線
丸形
（手撚り）
３～４ 羊毛 羊毛１００％ 掬い止め 自由曲線
直線
着丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 裾幅㎝
３８ ３３＋４（縁レース） 約７４ 約７６
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み㎜ 布幅㎝
羊毛 羊毛１００％ ラシャ ── ── ２．２～２．３ ──
土台布 位 置
コード
技 法
仕上がり
形状形 状 太さ ㎜ 素材 材 質
羊毛
ラシャ地
前身頃及び
後身頃
丸形
（手撚り）
３～４ 羊毛 羊毛１００％ 掬い止め 自由曲線
直線
アームホール 丸形
（手撚り）
３～４ 羊毛 羊毛１００％ 掬い止め 緩曲線
着丈㎝ 股上㎝ 股下㎝ 裾口㎝ 出来上 W ㎝ 出来上 H ㎝
１０７ 前２４．５
後２８．５
７８．５ ３４ ９２ ９６
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み㎜ 布幅㎝
羊毛 羊毛１００％ 綾織り ２４ ２２ ０．８６ ──
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表１２ コード刺繍
表１３ ベスト（エレク）（重さ６００g）
表１４
表１５ コード刺繍
B キュステンディル地域 女性衣裳（図２１）p１８
表１６ ジャンパースカート（サヤ）（重さ１０００g）
表１７
表１８ コード刺繍
C スモリャン地域 女性衣裳（図２５）p１９
表１９ ジャンパースカート（スクマン）（重さ２２００g）
表２０
土台布 位置
コード
技 法
仕上がり
形状形状 太さ ㎜ 素材 材 質
羊毛
綾織り地
腰および
裾
丸形
（手縒り糸）
１．５～２．３ 羊毛 羊毛１００％ 引抜き止め
（鈎針使用）
直線
自由曲線
着丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 裾幅㎝
６５ ４２ 約１２４ １２２
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み ㎜ 布幅 ㎝
羊毛 羊毛１００％ ラシャ ── ── ２．２～２．３ ──
土台布 位置
コード
技 法
仕上がり
形状形状 太さ ㎜ 素材 材 質
羊毛
ラシャ地
前身頃 丸形（撚糸） ０．７～０．８ 羊毛 羊毛１００％ コーチング
ステッチ
自由曲線
縁 角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 掬い止め 緩曲線
直線
着丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 出来上 W ㎝ 袖丈㎝ 袖幅㎝ 袖口幅㎝ 前裾幅㎝ 後裾幅㎝
１００ ３６ 約８４ ７８ ２４ ── ２８ ４５×２ ８６
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み㎜ 布幅㎝
羊毛 羊毛１００％ ベネシャン ２２ ２５ ０．９ ──
土台布 位 置
コード
技 法
仕上がり
形状形状 太さ ㎜ 素材 材 質
羊毛
ベネシャン地
首刳り
前立て
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ たたみ止め 屈曲線
２×２ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め 緩曲線
角形
（組み紐）
３．５×３ 銀糸
羊毛
（裏面）
──
羊毛１００％
重ね止め 緩曲線
丸形
（撚り糸）
０．３×．３ 銀糸 ── コーチング
ステッチ
自由曲線
袖 丸形
（撚り糸）
０．３×．３
銀糸 ──
コーチング
ステッチ
自由曲線
直線
連続曲線
角形
（組み紐）
３．５×３ 銀糸
羊毛
（裏面）
──
羊毛１００％
重ね止め 直線
角形
（組み紐）
２×２ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め 直線
３×３ 羊毛 羊毛１００％ たたみ止め 屈曲線
S 形ループ止め 連続曲線
裾及び
ポケット
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ たたみ止め 直線
着丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 出来上 W ㎝ 袖丈㎝ 袖幅㎝ 袖口幅㎝ 裾幅㎝
１１９ ３４ １０４ 約１１７ ５５ ３５ ３５ １５６
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み ㎜ 布幅 ㎝
羊毛 羊毛１００％ ラシャ ── ── ２．７～２．８ ──
木綿 木綿１００％ 平織り ２２ ２２ ０．２ ──
－ 23 －
表２１ コード刺繍
表２２ 上着（エレック）（８００g）前立てにウサギの毛のトリミング
◇素材、材質、組織はスクマンと同一
表２３ コード刺繍
C スモリャン地域 男性衣裳（図３５）p２０
表２４ ズボン（ベネブック）（重さ１６００g）
表２５
表２６ コード刺繍
土台布 位置
コード
技 法
仕上がり
形状形状 太さ ㎜ 素材 材 質
羊毛
ラシャ地、
木綿地
（当て布）
衿
胸
丸形
（撚り糸）
０．３×３ 銀糸 ── コーチング
ステッチ
自由曲線
直線
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め 直線
S 形ループ止め 連続曲線
挟み縫い 直線
袖 丸形
（撚り糸）
０．３×３ 銀糸 ── コーチング
ステッチ
自由曲線
直線
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め 直線
返し縫い 連続曲線
たたみ止め 屈曲線
裾 丸形
（撚り糸）
０．３×３ 銀糸 ── コーチング
ステッチ
自由曲線
直線
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め 直線
螺旋止め 直線
着丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 袖丈㎝ 袖幅㎝ 袖口幅㎝ 裾幅㎝
３８ ３６ 約１０６ ４２．５ ３６ ３６ 約８６
土台布 位置
コード
技 法
仕上がり
形状形状 太さ ㎜ 素材 材 質
羊毛
ラシャ地
前立て
及び裾
丸形
（撚り糸）
０．３×３ 銀糸 ── コーチング
ステッチ
自由曲線
直線
身頃の縁
及び袖口
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め 直線
袖口の
飾り
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め
たたみ止め
屈曲線
直線
衿及び
袖下
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 挟み縫い 直線
着丈 股上㎝ 股下㎝ 裾口㎝ 出来上 W ㎝ 出来上 H ㎝
１０７ ４４ ６３ ３９（踝２５） １６３ ──
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み㎜ 布幅㎝
羊毛 羊毛１００％ ラシャ ── ── ２．３～２．５ ──
土台布 位置
コード
技 法
仕上がり
形状形状 幅 ㎜ 素材 材 質
羊毛
ラシャ地
脇（腰） 角形
（組み紐）
３×３
羊毛 羊毛１００％
重ね止め
螺旋止め
直線
返し縫い 自由曲線
裾口及び
開き
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め
挟み縫い
直線
緩曲線
切り替え
及び股下
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 挟み縫い 直線
緩曲線
着丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 裾幅㎝
４５ ３８ 約９６ 約９０
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み㎜ 布幅㎝
羊毛 羊毛１００％ ラシャ ── ── ２．４～２．７ ──
表２７ ベスト（エレク）（重さ６００g）
表２８
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表２９ コード刺繍
D スタラ・ザコラ地域 女性衣裳（図４４）p２１
表３０ ジャンパースカート（スクマン）（重さ１８００g）
表３１
表３２ コード刺繍
E ヴェリコ・タルノヴォ地域 女性衣裳（図４９）p２１
表３３ ジャンパースカート（スクマン）（重さ１８００g）＊後スカートはプリーツがたたまれる
表３４
表３５ コード刺繍
土台布 位 置
コード
技 法
仕上がり
形状形状 幅 ㎜ 素材 材 質
羊毛
ラシャ地
衿、前立て、
裾の縁
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め 直線
ロープ止め 直線
螺旋止め 螺旋
返し縫い 自由曲線
脇から後身頃の、
横の切り替え
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ ロープ止め
＋重ね止め
直線
後身頃 角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め
＋ロープ止め
緩曲線
アームホール 角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め 緩曲線
波形止め 連続曲線
肩及び縦の
切り替え
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め
＋挟み縫い
緩曲線
直線
着丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 裾幅㎝ 出来上 H ㎝ 出来上 W ㎝
１３２ ３４ ８４ １９６ ── ８４
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み㎜ 布幅㎝
羊毛 羊毛１００％ 綾織り １１ １２ １．３～１．５ ４．３
麻 麻１００％ 平織り １４ １４ ０．４ ──
土台布 位置
コード
技 法
仕上がり
形状形状 太さ ㎜ 素材 材 質
羊毛
綾織り地
及び麻地
（パッチワーク地）
胸 扁平
（テープ）
４．５×０．５ 木綿 木綿１００％ 返し縫い 直線
扁平
（蛇腹）
４．５×０．６ 木綿＋毛糸 木綿１００％
羊毛１００％
巻き止め 直線
裾 扁平
（テープ）
４．５×０．５ 木綿 木綿１００％ 返し縫い 直線
扁平
（蛇腹）
４．５×０．６ 木綿 木綿１００％ 縦まつり 直線
着丈㎝ 身頃丈㎝ スカート丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 出来上 W ㎝ 前裾幅㎝ 後裾幅㎝
９９ ４０ ５９ ３５ ９７ ７６ ６０ ２７０＊
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み㎜ 布幅㎝
羊毛 羊毛１００％ 綾織り １２ １８ １．４ ３８
土台布 位置
コード
技 法
仕上がり
形状形状 太さ ㎜ 素材 材 質
羊毛
綾織り地
胸 角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ （３本使用）
渦巻き止め 連続曲線
角形
（組み紐）
３．５×３ 銀糸
羊毛
（裏面）
──
羊毛１００％
蛇腹
テープ
８×０．５ 銀糸 ── 縦まつり 直線
縁（前立て）
角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 波形止め 直線
後身頃 扁平
テープ
３×０．５ 麻 麻１００％ 返し縫い 緩曲線
アームホール 角形
（組み紐）
３×３ 羊毛 羊毛１００％ 重ね止め 緩曲線
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F プレヴェン地域 女性衣裳（図５２）p２０
表３６ スカート
◇着丈５２㎝、裾幅１４６㎝
横地（２８㎝）を２段に接ぎ合わせ、麻紐で締める。
紐は約６mm の縒り紐で、上部より１cm 下をぐし縫い（５cm 間隔））してある
表３７ ワンピース（シュミーズ）
表３８
シュミーズとバルチャンカ p１５
表３９ 図３シュミーズ
表４０
表４１ 図４シュミーズ
表４２
表４３ 図５バルチャンカ ＊袖幅および袖口幅は、楊柳地のため計測不可能
表４４ ＊袖の厚みおよび布幅は楊柳地のため計測不可能
測定器 厚さ ノギス
密度 ルーぺ（１０倍）
写真用ライトビュア
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み㎜ 布幅㎝
羊毛 羊毛１００％ 平織り ２２ １．３～１．４ ２８
麻 麻１００％ ７
着丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 袖丈㎝ 袖幅㎝ 袖口幅㎝ 裾幅㎝
１２０ ６５ １３４ ４６ ５４ ３９ １６０
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み㎜ 布幅㎝
木綿 木綿１００％ 平織り ３２ ２６ ０．２５ ―
着丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 袖丈㎝ 袖幅㎝ 袖口幅㎝ 裾幅㎝
１２１ ３９ １０４ ５２ ３８ ３８ １６４
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み㎜ レース㎝ 布幅㎝
身頃 麻 麻１００％ 平織り １３ １０ ０．９～１．１ 裾２ ４１
袖、裾 木綿 木綿１００％ 平織り １６ １８ ０．７ 袖口６ ４１
着丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 袖丈㎝ 袖幅㎝ 袖口幅㎝ 裾幅㎝
１３ ４６ １１２ ５１ ６６ ８８ ２１４
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み㎜ 布幅㎝
麻 麻１００％ 平織り ２４ ２２ ０．３５ ４０
着丈㎝ 背肩幅㎝ 出来上 B ㎝ 袖丈㎝ 袖幅㎝ 袖口幅㎝ 裾幅㎝
１２５ ５０ １６０ ５７．５ ―＊ ―＊ １９６
素材 材質 組織 経本／㎝ 緯本／㎝ 厚み ㎜ 布幅 ㎝
身頃 麻 麻１００％ 平織り １３ １０ ０．６５ ４３
袖 麻 麻１００％ 楊柳 ―＊ ―＊ ―＊ ―＊
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Ⅵ コード技法（刺繍）について
コード刺繍は、細い丸紐を留めつけながら模様を作
り出す刺繍である。その歴史は、人間が綱というもの
を作り出したころ、それで細紐を作り衣服のトリミン
グとして使われたことに始まる（３）。
コード刺繍は、ゴールドエンブロイダリーの１技法
と し て、金、銀 糸（ラ ッ プ ド・ス レ ド Wrapped
thread（４）を、別糸を用いてコーチング（Couching）技
法で止めつけ、図柄を構成させるものである。
これらは、ヨーロッパ各地、トルコ、インド、中
国、日本など多くの国々の衣裳や飾りものに見られ
る。当然、ブルガリアの衣裳にもそうした金、銀糸の
技法（図９４、図９６）も見ることができるが、この国の
大きな特徴は、羊毛で組み上げたコード（ガイタン）
を用いていることである。
コード（ガイタン）は主に羊毛糸でつくられるが、
表面に金や銀糸、裏面を羊毛糸（図７６、図７７）で組ま
れたものもある。また金、銀糸、幅の狭いテープ（図
８７）やジャバラ（図９９）をコードとして用いる。
ブルガリア・コード技法についの文献もなく、また
製作方法も不明である。そこでまず次の方法で観察を
おこない分析をしてみることにした。
観察方法
１－目視：コード（ガイタン）の流れを見る
２－ルーペ：止め糸や糸流れを確認する
３－ライトビュア：コード間を透視し、糸の流れ
を確認する
表側の観察
１－コード（ガイタン）が、どのように図柄形成
されているか
２－図柄形成の止め糸が認められるか、また次に
進む方向の糸が認められるか
裏側の観察
１－表側の図柄と比較し違いの有無を見る
２－止め糸や進む方向の糸が認められるか
以上の方法でコードの技法を分類し、名称をつけ表
「コード技法の種類」（図５３）にした。
つぎにコード技法の疑問点を取り上げ、その製作お
よび考察していく。なお技法が特に複雑なものには試
作方法とその結果を入れてある。
ただし、技法１１「掬い止め」、技法１２「コーチング
ステッチ」、技法１３「巻き止め」、技法１４「縦まつり」
については、特別の技法ではないために、「製作およ
び考察」をはぶき写真だけにしてある。
衣裳を取り上げた地域に A、B、C・・・・をつけ、
文中に用いる各地域の衣裳、例えば B キュステン
ディル女性衣裳は、図〇B．とし、C スモリャン女性
衣裳は、図〇C（女性）．という表示にした。女性、
男性、子供は ソフィア地域とスモリャン地域に限ら
れるので、特に表示のないものは、女性衣裳である。
また技法の写真は、実物大にし、技法を解かり易くす
るために、実際の色より薄く調節してある。
図５３ コード技法の種類 （「色表示」の色と p１７～p２１ の色は同色）
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技法１ 螺旋止め 図５４～図５７
衣裳―C スモリャン女性衣裳（図５６）（図３０）
C スモリャン男性衣裳（図５７）（図３９）
疑問点―螺旋の作り方と止めつけ方法
同じ大きさの形を連続して作れるか。またその製作
段階で螺旋が解けないか
製作および考察―C 女性（図５６）および男性衣裳（図
５７）の、螺旋形の作る方法は、コードに撚りをかけ、
ループを作りながら土台布（ここではコード）の縁
に沿って（やや裏側）縦まつり（図５４）で止めてい
く。「螺旋止め」の方法は、出来るだけ小さいルー
プを作ること。こうすることでループの大小や隙間
のない螺旋が出来る。縦まつりの途中、もしくは刺
し上がってから螺旋の中に、糸（穴糸程度）を通す
（図５５）。これは出来上がった螺旋が左右にずれる
のを防ぎ、形を整える役割をしている。
技法２ 波形止め 図５８～図６１
衣裳―A ソフィア女性衣裳（図５８）（図８）
C スモリャン男性（図５９）（図３９）
E ヴェリコ・タルノヴォ女性衣裳（図６０）
（図５１）
疑問点―波形の作り方と止めつけ方法
同じ大きさの波形を連続して作れるか。またその形
が製作段階また完成後に解けないか
製作および考察―C（図５９）と E（図６０）の衣裳は波
型と波形の間隔を詰めその形は均等である。A（図
５８）の衣裳は波型の間隔をとり、その間隔はやや均
等性を欠く。波形をつくるには、コードにねじりを
加えて、ループを作りながら土台布（コード）に返
し縫い（カタン糸１０番程度）で止めつけていく。
C や E の衣裳のループは、ねじりを多く加え、
出来るだけ小さく巻き込み、ループとループの間隔
をなくすることで均等な形が作れている。
A の衣裳は C や E の衣裳と比較し、ねじりが少
なく、またループとループの間に間隔を取ったこと
で均等性を欠いている。しかし、他の２つと比較す
るとやわらかい感じに仕上がっている。
出来上がった不安定なループを安定させるため
に、A のループは裏側を掬い縫い（図６１）し、C や
E のようなしっかり巻き込んだループは、ループと
ループを返し縫いで安定させている。
技法３ S形ループ止め 図６２～図６６
衣裳―C スモリャン女性衣裳（図６２、図２７）
B キュステンディル女性衣裳（図６３、図６６、
図２４）
疑問点―S 形ループの作り方と止めつけ方法
どのように S 形のループを作り、連続していくの
か。またループの固定方法どうするのか。
製作および考察―S 形ループの１つはどのくらいの寸
法が必要か。中心部の渦巻きはどのようにして作る
かがポイントと考えた。C の衣裳で見ると次のよう
になる。S 形ループのポイント（図６５）となるとこ
図５４ C．裏側
図５５ C．表側
図５６ C（女性）．裾部分
図５７ C（男性）．前立部分
図５８
A．胸元部分
図５９
C．袖刳り部分
図６０
E．胸元部分
図６１ A（女性）．裏側
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ろに（ア）、（イ）、（ウ）、（エ）のしるしをつける。
それぞれを計測したところ、４cm の等間隔であっ
た。つまり S 形ループの１つを作るには１２cm を必
要とする（図６４）。
まず始めの（ア）から４㎝のポイント（イ）は２
つにたたんで巻き込み、これは渦巻きの中心にな
る。次の４㎝のポイント（ウ）は S の頭になる。
そして最後の４㎝を裾に回して完成になる。B（図
６３）と C の衣裳の頭の（ウ）の形は異なるが、そ
の部分を捩じるか、たたむかの違いである。
S 形ループを土台コードに固定する方法をどうす
るか。
試作として、「重ね止め」の方法を用いてみた。
しかし作品には、「重ね止め」によって生じる止め
糸がなく、また引き締めで起こる形状の変形がな
い。S 形にする前、または作る途中で固定している
のではないか。
その結果、「図６５」で説明すると、土台コードの
縁に、まず（ア）の部分を返し縫いで止めつける。
（イ）を２つ折して巻き込み固定する。次に頭の部
分（ウ）をたたんで止めつけ、裾（エ）におりる（図
６６の B．を参考にする）。そして土台コード（ア）
に止めつけ次の S 形ループに進む。この方法を用
いることで、S 形状を作り同時に土台のコードにも
しっかり固定できる。
技法４ たたみ止め 図６７～図７１
衣裳―A ソフィア女性衣裳（図６７、図１０）
B キュステンディル女性衣裳（図６９、図２３、
図２４）
C スモリャン女性衣裳（図６８、図２８、図３４）
疑問点―たたみ止めの作り方と止めつけ方法
同じ寸法（丈）にたたむ方法と、土台布（コード）
にどのように止めつけるか。
製作および考察―コードを縦方向にジグザグにたたん
むもので、そのたたんだ丈は同寸（図６７）である。
しかし装飾的に一部の寸法を変える（図６８）ものも
ある。A の衣裳（裾）（図６７）に扱われたものを見
ると２．５㎝丈である。
試作として台紙に２．５㎝幅を印し、コードをその
幅に揃えてたたんでみた。しかし張りのあるロープ
を固定していくことは難しく効率的ではない。
結果として次の方法を試みた。丈（２．５㎝）の２
倍の５㎝を、等間隔に印をつける。次に太糸（穴糸
程度）で、５㎝の印を挟んで１㎝掬いこれを繰り返
す。目的（端）のところまできたら、糸を引き締め、
コードを寄せてたたむ。これが１段目である。２段
図６２
C（女性）．胸元部分
図６３
B．袖口部分
図６４ C．印つけ
図６５
C．裏側
図６６
B．（図６３）裏側
２．５㎝
図６７
A（女性）．裾部分
図６８
C（女性）．袖口部分
①→ ←②
←④③→
引き返しの目
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目は１段目の５㎜ぐらい下を、１段目にたたまれた
コードを串刺しする要領で掬っていく。それを繰り
返し（全部で５～６本）、テープ状にする。
「図６８C」（袖口の部分）は、一部装飾的に長さ
を変え往復して刺す方法である（白線や矢印は方向
や間隔等を示し、実際は掬い糸は見えない）。テー
プの左右には、小さな引き返しの目（１㎜程）が並
んでいる。これは往復して刺したこと示している。
B の衣裳（首刳り）の「たたみ止め」を見ると、
丈が短く、ぐし縫いで寄せたような形（図６９）であ
る。しかし、コードや土台のコードに止め糸がな
い。しかも接着でもしたかのように土台にしっかり
着いている。これはコードを先に土台（コード）に
つけたのではないか。襞の丈は約７㎜、また１襞の
間隔は約６㎜（図７０）であった。
まず丈の約２倍の１．５㎝を等間隔に印をつける。
次に裏側の土台（コード）の縁に沿って、カタン糸
（１０番程度）を用いて６㎜の間隔で、コードのねじ
れに注意しながら、返し縫いで固定し、波状（図７０）
になっているコードを、裏側から襞の中ほどを半返
し縫い（図７１）して襞を安定させる。
技法５ 重ね止め 図７２～図７８
衣裳―B キュステンディル女性衣裳（図７７、図７８、
図２４）
C スモリャン女性衣裳（図７４、図７５、図３０）
C スモリャン男性衣裳（図７２、図３８、図３９）
E ヴェリコ・タブノヴォ女性衣裳（図７６、
図５１）
疑問点―重ね止めの作り方と止めつけ方法
コードでどのように幅広のテープをつくるのか。ま
た土台コード（又は土台布）にどのように固定させ
るのか。
製作および考察―コードの本数は、衣裳のデザインで
必要とする幅からコードの本数を決める。
作り方を、「図７３」で説明すると、まず土台布か
ら針を出し、太糸（穴糸程度）で４本のコードを串
刺しの要領で掬う。４本の先端まできたら横に１㎜
ほど移動（コードに小さな針目が残る）し、土台布
まで戻る。５㎜ほど返し縫をしてコードをしっかり
止めつける。また土台布から針を出し、４本コード
を掬い……以上の工程を必要な寸法までおこなう。
並べるコードの本数は通常３（図７６の〇）～８本
ぐらい（図７４）で、それ以上の本数（幅）が必要で
あれば、その本数を分けて（図７７、図７８）止めつけ
ていく。例えば p１９の C スモリャン女性衣裳の裾
（図３０）の場合には、２３本（６．９㎝）ものコードが
図６９
B．胸元部分
図７０ B.
図７１
B．裏側
図７２
C（男性）．ベスト、裾部分
図７３
図７４ C（女性）．袖口部分 図７５ C（女性）．裾部分（裏側）
図７６
E．胸元部分
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重ねられ、５段に分けて掬ってある。
出来上がった作品を見ると、厚地の土台布とコー
ドの間に段差がなく、縫い代のあたりが出ていな
い。また刺し上がった数段のコードは１枚の硬い布
地のようである。土台布の厚みを見ると、B の衣裳
は０．９㎜、E の衣裳は１．４㎜、C の衣裳にいたっては
２．７～２．８㎜もの厚みがある。
縫い代のあたりが出ていないのは、縫い代を少な
く（５㎜）していること。そして止め糸を太糸にし
て、しっかりと糸を引き締めることが、コードとの
段差を作らない要因と考える。また縫い代を少な
く、裁ち切りに出来るのは、目の詰まったラシャ地
やべネシャン地を用いているからである。
数本あるいは C 衣裳の裾部（図３０）のように十
数本重ねたコードが、反り返ることなく１枚の布の
ようにしっかりと維持できているのは、２．３㎜厚の
ラシャ地を裏当て布（図７５）に用いているからであ
る。コードを裏当て布に密着させるために、裏当て
布の上から下のコードを掬って綴じあわせてある。
技法６ 渦巻き止め 図７９～図８０
衣裳―E ヴェリコ・タブノヴォ女性衣裳
（図７９、図４９）
疑問点―コードの組み方とその止めつけ方法
コードは何本使用し、渦巻きはどのように固定させ
ているのか。
製作および考察―渦巻きがいくつも組み合わされた形
（図７９）である。表側には止め糸はない。
まずコードとコードの隙間に針先を入れ止め糸を
探ってみた。しかしコード間はしっかり止めつけら
れ止め糸を探ることは不可能であった。これは裏側
で始末しているのではないかと考えた。
試作として、渦巻きをそれぞれ個別と考え、渦巻
き形の寸法を測ってその寸法に切り、それぞれを台
紙に固定し、裏からかがる方法をとった。しかし渦
巻きを作る段階で、コードが解けて形にならない。
また渦巻きを「図７９」のようにきっちり巻くことが
不可能であった。これは個別に作って組み合わせた
ものではないと考えた。
結果として、コードの流れをたどって見ると、１
本のコードが渦巻きの形をつくり、それを組み合わ
す形を見つけた。それをカラー線でたどったのが
「図８０の図である（流れをわかりやすくするために
色を分けた）。
「図９８」で線を分析すると、両側の直線（片側は、
黒色２本と銀糸１本）と、中央３本（銀糸２本と、
黒色１本）の組み合わせであると考えた。
先に述べたように、土台またはコード間をとめた
糸は、表側にはない。
まず直線①、②、③のコードを「重ね止め」をし、
④の銀糸を「波形止め」の方法で、先の３本に「重
ね止め」で固定する。次に⑤の黒色コードと⑥銀糸
コード２本を交互に止めつけながら④の「波形止め」
に「重ね止め」する。最後に端３本の⑦、⑧、⑨を
⑥に「重ね止め」にする。
この方法は、渦巻きごとに切らないので、渦巻き
を硬く巻き込むことが出来、それぞれの波形も揃
う。そして表側には止め糸も見えず、しっかり止め
つけられる。
最後に裏側に、裏当て布（ここでは表地と同じ１．４
mm 厚の羊毛綾織り地）を当て、コードが重なり
合った部分を、カタン糸（１０番程度）を用いて星止
めで固定させてある。
図７７ B．袖部分 図７８ B．裏側
①②③④ ⑤⑥ ⑦⑧⑨ ①②③④ ⑤ ⑥ ⑦⑧⑨
図７９ E．胸元部分 図８０ 糸の流れ
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技法７ ロープ止め 図８１～図８２
衣裳―C スモリャン男性衣裳（図８１、図３８、図４０）
疑問点―コードの組み方とその止めつけ方法
ロープは何本のコードで作られているのか。また隣
り合わせたコードに、どのように固定するのか
製作および考察―ロープは均等に縒り合わされ、隣り
合わせたコードに隙間なく止めつけられている。
ロープの流れを追うと、コード２本で縒り合わせた
（図８１）ものではないか。裏側のロープ部分は返し
縫いで固定したような止め糸が見える。
試作として、まず２本を縒りあわせ、そのコード
の縒りが戻らないように返し縫いで裏側を固定した。
しかしその２本は均等な縒りにならず、また返し止
めしたロープは、捩れができ螺旋を描く状態になっ
た。これを土台布に止めつけるのは不可能である。
もう１つの問題は、このロープが隣り合わせたコー
ドに隙間なく綴じ付けることである。これはロープ
に作る作業と、隣り合わせのコードの止めつけを、
同時におこなっているのではないかと考えた。
結果として「図８２」で解説すると、まず軽く２本
を撚り合わせ、返し止めで固定したのち、隣り合わ
せのコード４本を串刺しの要領で通し１㎜ほど移動
して戻り、そのままロープを刺し通し、反対側の
コード２本も刺し通す。１㎜移動して同じようにし
てロープまで戻る。また２本を撚り合わせ、返し止
めで固定し、コード４本を串刺し……それを必要な
寸法まで刺していく。
以上の方法は、ロープの形状を作りながら、隣り
合わせたコードに隙間を作らず、しかも表側に止め
糸も出さずに止め付けることが可能である。
技法８ 挟み縫い 図８３～図８４
衣裳―C スモリャン女性衣裳（図８３、図２７）
C スモリャン男性衣裳（図８４、図３８）
疑問点―コードの組み方とその止めつけ方法
厚地布の間にコードを挟み込むのはどうするのか。
コードは同じ幅を保てるのか。
製作および考察―通常、布の間にコードを挟む場合は
コードに別布をつけ、その布の際を縫う方法が取ら
れる。
ここで用いるコードは、別布のつかない１本（図
８３）から数本（図８４）を土台布の間に挟みこむもの
で、しかもコードと布の間に段差が生じていない。
衣裳の裏側を見ると、土台布の縫い代の片方は
コードの本数に関係なく５㎜である。もう片方（縫
い代）は同じ５㎜から数㎝とまちまち（コードを何
本使用するかで異なる）である。
製作技法は、「コードを挟んだ返し縫い」である。
まず折り返した（△）輪に針を入れ、必要な本数
のコードを串刺しし、反対側の縫い代（○）の輪に
針を出し、返し縫の方法でコードに通して戻ってく
る（図８４（ア））。以上を繰り返す。
縫い代は最低５mm 必要で、コードの幅（本数）
がある場合はコードの幅にする。その縫い代はコー
ドを止めつけた後に、その上を覆うように乗せて
（図８４（イ））、縁を縦まつりする。コードの部分を
厚くしたくない場合（ズボンの裾（図４３）や、脇線）
は両側とも５㎜にする。
図８１ C（男性）．ベスト部分
図８２ C．裏側
図８３
C（女性）．胸元部分
図８４ C（男性）．ズボン脇部分
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技法９ 引き抜きとめ（鈎針による）
衣裳―A ソフィア男性衣裳 図８５～図８６
（図８５、図８６、図２０）
疑問点―コードの、止めつけ方法
製作および考察―コードは、土台布に接着したように
しっかり止めつけられ（図８５）、図柄は１筆描の腺
で構成されている（図８６）。
止めつけは表側か、または裏側からか。
仮に表側からコーチングステッチ（技法１２）を用
いたなら、コードの表面に止め糸がでなければなら
ない。または横または下側を掬い止めしているであ
れば、裏側には小針程度のものしか出ず、「図８６」
のように、織り糸を残さず掬うことは不可能であ
る。また裏側から全返し縫いの方法を用いても、こ
こまでコード（図８５）を土台布に密着できない。こ
れは裏側から縫い針を用いた作業ではなく、表側か
ら鈎針の作業ではないか。
試作として、土台布の表側に図柄を描き、その上
にコードを置く。コードにレース針（６号程度）を
差込み、土台布の下に置いたカタン糸（２０番程度）
を引き上げる。またコードの中から下のカタン糸を
引き上げ・・・の方法で図柄に沿って進める。
結果を見ると、刺し上がった裏側の線は１本につ
ながり、土台布にも、しっかり止めつけられた。
この方法を可能にしたもうひとつの要因は、鈎針
でも容易に刺すことの出来る手縒り糸であったこと
である。しかしここで見るような細かな間隔、いち
いちコードに差し込む方法は、手間がかかることか
ら、さらに研究の余地を残している。
技法１０ 返し縫い 図８７～図９１
衣裳―E スタラ・ザゴラ女性衣裳（図８７、図８８、
図４８）
C スモリャン男性衣裳（図８９、図９０、図９１、
図３９、図４２）
疑問点―コードの形態で止めつけ方法が異なるか。
製作方法―「図８７」は厚地布の上にシーチング布を当
て、その上から扁平なコードを止めてある。コード
は、０．５㎜ほどの厚みであるため、そのまま返し縫
（図８８）で止めつけられる。
「図８９」のコードは厚み（３㎜）があるため、そ
のままで止めつけることは出来ない。つまり、しっ
かり布に固定させるために、１目ごとの針の出し入
れと、引き締めに太糸（穴糸程度）を使用する必要
がある。裏側を見ると「図９０ズボン」、「図９１ベスト」
とも、紙を当ててある。この「裏当て紙」をするこ
とで、止め糸が必要以上に引かれることなくコード
図８５ A（男性）．ズボン部分 図８６ A．裏側
図８７ E．胸元部分 図８８ E．裏側
図８９ C（男性）．ズボン腰部分
図９０
C（男性）．ズボン裏側
図９１
C（男性）．ベスト裏側
裏当て紙裏当て紙
－ 33 －
図９２ A（子供）．ズボン部分、図９３ A（子供）．ベスト部分
の形状を保ち、しっかりと止めつけられる。
◇裏当て紙 C の衣裳「図９０」ズボンのは、白、青色紙の２枚
重ねで、白色紙は砕木パルプ１００％、青色紙は、木材パルプお
よび木綿、そこに微量（２％以下）禾本科の痕跡が見られる。
厚みは２枚重ねて０．２５～０．３㎜である。「図９１」べストの裏当
て紙は、砕木パルプ１００％、厚みは２枚重ねた状態で、０．２８㎜
である。いずれも製紙初期の工法で、１５０年位前の可能性も考
えられる。
裏当て紙として、入手出来る最も近いものは、「土佐張子」
で、「ズボン」は楮１００％、５枚重なったもの（０．５㎜）から３
枚（０．３㎜）剥がして用いる。また「ベスト」はパルプに楮、
マニラ麻が入った０．３㎜の厚さの「土佐張子」が、厚さ、腰、
針通りの点などから、裏当て紙として適当と考える（５）。なお
「土佐張子」紙は、製作地（者）で素材の内容、厚さが異なる。
つぎの技法１１掬い止め、技法１２コーチィングス
テッチ技法、技法１３巻き止め、技法１４縦まつりは特
別の技法ではないため、製作方法は省いてある。
技法１１ 掬い止め 図９２～図９３
衣裳―A ソフィア男児衣裳（図９２、図９３、図１３、
図１５）
技法１２ コーチィングステッチ 図９４～図９６
衣裳―B キュステンディル女性衣裳（図９４、図２４）
A ソフィア男性衣裳（図９５、図１８）
C スモリャン女性衣裳（図９６、図３０）
技法１３ 巻き止め 図９７～図９８
衣裳―D スタラ・ザゴラ女性衣裳（図９７、図９８、
図４８）
技法１４ 縦まつり 図９９
衣裳―E ヴェリコ・タブノヴォ女性衣裳（図９９、
図５１）
図９４ B．袖口部分
図９５ A（男性）．前立部分
図９６ C（女性）．
裾部分
①
↓
③
↓
蛇腹
図９７ D．胸元部分（左）
図９８ D．刺し方（右）
↑
②図９９ E．胸元部分
－ 34 －
図１００ C（男性）．ズボン、ポケット口
Ⅶ まとめ
ブルガリアの衣裳に用いられるコード技法の多く
は、ガイタンと呼ばれる角型の組コードで作られる。
コードの技法を分類すると、「重ね止め」、「挟み縫
い」「たたみ止め」、「螺旋止め」、「波形止め」、「S 形
ループ止め」、「ロープ止め」、「渦巻き止め」、になる。
コードは１本から数十本をあわせた幅のものまであ
り、そのコードとコードの間には隙間がない。またそ
れをつなぎ合わせた糸もない。つまりテープ状であ
る。では、それぞれの幅のテープがあるのか。
しかしカーブの部分を見ると、カーブ線に沿って数
本が並列している。これは１本のコード（テープ）で
は成し得ないことになる。
それを解明するために、糸の流れや止め糸を、写真
用ライトビュアで観察すると、「図３５」スモリャン地
域の、男性ズボンのポケット口（○内）に見つけた。
古いものから生じるほつれである（図１００）。
そこには５本のコードを重ね、５㎜の間隔で串刺し
た糸があった。さらにルーペで観察すると、折り返し
部分に、小さな糸の目が並ぶのを見つけた。これは往
復刺しをしていること、そして「重ね止め」であるこ
とがわかった。
「挟み縫い」の技法はこの「重ね止め」の技法を変
化させたもので、主になるコードの両側を布で挟んで
重ね縫いしたものである。
「たたみ止め」の技法は、必要な丈の２倍に印しを
つけ、その印を挟みその前後１㎝を掬い引き絞めて襞
を作る。それに平行して数段掬い、襞を固定したもの
である。
「螺旋止め」の技法は、コードを捩じってループを
作る。適度の張りと規則的な螺旋を形成できるのは、
コード（ガイタン）が羊毛糸で作られているためであ
る。
「波形止め」の技法は、「螺旋止め」を横に並べた
ものである。また「S 形ループ止め」の技法は、S 形
のポイントとなる箇所を図にそって巻きながら形付け
ていくものである。
「波形止め」、「S 形ループ止め」の問題点は、いか
に「止め糸を表側に出さず、形状を崩さず、また土台
に隙間なくしっかり止めつけるか」である。
「波形」や「S 形ループ」はその形状に入る前に、
下のコードに「重ね止め」することで、しっかり土台
布に固定でき、しかも止め糸は表面に出ない。またそ
れぞれの形状も崩すこともないのである。
もう１つの問題点は「たたみ縫い」、「波形」や「S
形ループ」のどのように印しをつけたか。多少ではあ
るが伸縮のあるコードに数メーター、それ以上に及ぶ
長さに細かな寸法を糸印やチャコなどで印したとは考
えにくい。仮定ではあるが、例えば１つの形状ごとに
手の指第２関節（約４㎝）のところで折り曲げ、つま
り第２関節をメジャー代わりにしたのではないか。事
実、「たたみ止め」や「S 形ループ止め」などは、こ
うした方法でも寸法を取れる。またはどこにでもある
身の回りのものをメジャーの代用として、その都度そ
れを当てながら製作したとも考えられる。
「ロープ止め」の技法はロープを中心に置き、上下
をコードで挟み止めの方法は、まず、中心の２本の
コードを１回縒り、返し止めし、下のコード、つぎに
上のコードといった「重ね止め」と並行させながら、
刺し進めるものである。
「渦巻き止め」の技法は、それぞれのコードの線を
たどり、流れを見つける。そこには複数の長い線の組
み合わせであること、また「波形止め」技法の組み合
わせであることがわかる。
以上の技法は角形コード（ガイタン）を用いて「連
続曲線」、「屈曲線」、「螺旋」、「緩曲線」、「直線」を作
り出す方法である。
また丸形の手撚り糸で作る「掬い止め」技法や鈎針
を使用する「引き抜き止め」技法、銀糸を用いる「コー
チングステッチ」技法は、主に「自由曲線」を作り出
すものである。
そのほかに扁平コード（テープ、蛇腹）で、「返し
縫い」、「巻き止め」、「縦まつり」の技法は、素材の面
白さを生かし、ここでは主に「直線」に用いられてい
る。
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ブルガリアのコード装飾は、ここで取り上げたもの
だけでも１４種もの技法で成り立ち、コードの形状を損
なうことなく、存分に生かし美しく作りあげられてい
た。
これまで述べた各技法の解明の方法は、衣裳に僅か
に残された止め、また全体の形状から可能性を探った
ものである。
さいごに
東欧は私達にとって感覚的に遠い国であり、まして
衣裳においては、さらに馴染みのない国かもしれな
い。かつては糸紡ぎに始まり衣裳に作り上げるまで彼
女たちの仕事であった。いまでは素材も楽に手に入
り、また支配下におかれた当時のように、衣裳を纏う
ことが民族の証と考えることもなくなった。
今も残る往時の町並、かつて自分たちの誇りとして
作り上げた緻密で複雑な衣裳を目にしたとき、大きな
感動を覚えた。いまではこうした衣裳を用いることも
なくなり、収集すら難しくなった。
最後に、衣裳収集のコーディネイトして頂いた、
ルーマニア・ブカレスト在住 Olivia Berghianu 氏、ブ
ルガリア・ヴァルナ在住、衣裳の通訳および解説をし
て頂いた Kossi Ortodoksova 氏、そしてブルガリアの
紙の分析をして頂いた高知県立紙産業技術センター製
紙技術部長・関正純氏、ブルガリアの用語の確認をお
願いした神奈川県在住のブルガリア手芸研究家・山美
Iren 氏の多くの方々のご協力に感謝し、厚くお礼申
し上げます。
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参考衣装
「ソフィア地方」
成人女子
１－シュミーズ ２－ジャンパースカート ３－エプロン
４－腰紐 ５－スカーフ １～５ １９世紀中期
６－室内履き ２０世紀中期
成人男子
１－シャツ ２－ズボン ３－帯 ４－ベスト
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１９世紀中期～後期
５－靴下 ６－靴 ２０世紀前期
男児
１－シャツ２－ズボン ３－帯 ４－ベスト ５－靴
２０世紀中期
「キュステンディル地方」
成人女子
１－シュミーズ １９世紀後期～２０世紀前期
２－ジャンパースカート ３－靴下 ２０世紀前期
４－バックル １９世紀前期
５－帯 １９世紀中期
「スモリャン地方」
成人女子
１－シュミーズ ２－ジャンパースカート ３－上着
４－スカーフ ５－帽子 ６－エプロン
１９世紀前期～中期
７－ベルト ８－バックル １９世紀中期
成人男子
１－シャツ２－ズボン ３－帯 ４－ベスト １９世紀中期
「ベリコ・タルノヴォ地方」
成人女子
１－シュミーズ ２０世紀前期
２－ジャンパースカート ３－エプロン ４－ベルト
１９世紀後期
「スタラ・ザゴラ地方」
成人女子
１－シュミーズ ２－ジャンパースカート ３－エプロン
４－ベルト １９世紀中期
「プレヴェン地方」
１－シュミーズ ２－頭飾り ３－靴 ４－スカーフ
２０世紀中期
５－スカート ６－エプロン １９世紀後期
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図３ 杉野学園衣裳博物館収蔵品（撮影筆者）
図６ 杉野学園衣裳博物館収蔵品（撮影筆者）
図１１ 杉野学園衣裳博物館収蔵品（撮影筆者）
図１６ 杉野学園衣裳博物館収蔵品（撮影筆者）
それ以外 筆者収蔵品（撮影筆者）
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